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近
代
政
治
史
料
収
集
の
歩
み

一

三
古
記
を
中
心
に
明
治
初
年
の
官
撰
修
史
事
業

＼

桑
　
原
「
伸
　
介

　
明
治
新
政
発
足
の
日
な
お
浅
い
二
年
四
月
四
日
に
左
の
詔
勅
が
今

回
三
条
実
美
宛
に
回
せ
ら
れ
た
0

、
修
史
ハ
万
世
不
朽
必
大
典
祖
宗
ノ
盛
挙
ナ
ル
一
二
二
代
実
録
以
後
絶

　
テ
続
ナ
キ
ハ
豊
大
獄
典
二
非
ス
や
今
や
鎌
倉
以
降
武
阿
専
権
え
弊

幽
ヲ
革
除
ツ
政
務
ヲ
振
興
セ
リ
故
二
史
局
ヲ
開
キ
祖
宗
ノ
芳
燭
ヲ
継

　
キ
大
一
戸
文
教
ヲ
天
下
二
野
サ
ン
ト
欲
シ
総
裁
ノ
職
二
任
ス
須
グ
速

　
二
君
臣
名
分
ノ
誼
ヲ
正
シ
華
夷
内
外
ノ
弁
ヲ
明
ニ
シ
以
テ
天
下
ノ
「

幽
綱
常
ヲ
扶
植
セ
ヨ

　
函
館
の
五
稜
郭
に
拠
っ
た
榎
本
武
揚
等
の
降
服
は
、
こ
れ
よ
り
な
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一

お
一
月
余
後
れ
て
五
月
十
八
日
で
あ
る
。
従
っ
て
右
の
詔
勅
は
硝
煙
　
一

が
ま
だ
立
ち
こ
め
て
い
る
中
に
記
せ
ら
れ
た
わ
け
で
、
ご
0
時
期
に

す
で
に
修
史
が
意
図
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
新
政
府
の
草
創
の
意
気
込

み
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
後
、
時
代
が
移
る
に
つ
れ
て
度
々
修
史
事
業
の
計
画
を
見
る

が
、
い
ず
れ
の
時
も
政
治
上
の
誘
引
が
背
景
に
あ
る
よ
う
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
合
い
で
は
修
史
事
業
は
ま
こ
と
に
政
治
的
な

所
産
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
っ
七
か
し
、
い
ず
れ
の
時
の
修
史
・

も
、
必
ず
し
も
有
終
の
成
果
を
挙
げ
得
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　
明
治
初
年
の
修
史
事
業
の
跡
を
官
府
の
職
制
の
変
更
移
動
の
中
に
，



見
て
見
る
と
、
．
大
体
次
の
よ
う
な
推
移
が
辿
ら
れ
る
。
・

二

　
修
史
の
詔
勅
の
志
せ
ら
れ
る
よ
り
前
、
明
治
二
年
三
月
二
十
日
に

史
料
編
輯
国
史
校
正
局
が
九
段
坂
上
旧
和
学
講
談
所
に
置
か
れ
た
。

こ
れ
は
六
国
史
の
後
を
承
け
、
正
史
編
纂
の
目
的
で
「
塙
史
料
」
（
塙

保
冷
一
編
、
凡
そ
四
三
〇
巻
）
を
補
訂
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
同
年
五
月
に
昌
平
校
改
め
大
学
校
に
移
り
、
少
博
士
頼

惟
復
が
担
任
し
た
が
、
十
二
月
に
は
廃
局
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
事

務
百
出
し
た
際
で
あ
り
、
そ
の
上
大
学
は
紛
争
で
明
け
暮
れ
て
お

り
、
手
話
か
ず
の
ま
ま
廃
局
を
見
た
よ
う
で
あ
る
が
、
事
業
は
廃
棄

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
太
政
官
の
史
官
に
お
い
て
継
続
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
四
年
の
岩
倉
使
節
一
行
を
欧
米
に
派
遣
す
る
に
際
し
て
、
太

政
官
正
院
記
録
局
の
長
松
幹
に
命
じ
て
「
復
古
掩
要
」
を
編
纂
さ

せ
、
派
遣
使
節
の
参
考
に
供
し
た
。
こ
れ
が
直
接
の
端
緒
を
成
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、
五
年
の
六
月
に
、
復
古
記
編
纂
の
命
が
あ
り
、
そ

の
年
の
十
月
四
日
に
太
政
宮
正
院
に
歴
史
課
が
置
か
れ
、
課
長
に
先

の
長
松
幹
が
任
ぜ
ら
れ
た
。

　
当
初
、
五
、
六
名
の
委
員
が
挙
げ
ら
れ
て
復
古
記
編
纂
の
骨
子
が

　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

練
ら
れ
た
と
い
う
が
、
こ
の
委
員
は
そ
の
後
の
編
纂
に
従
事
し
た
主

幹
長
松
幹
を
初
め
と
す
る
長
茨
、
幕
屋
恒
之
、
中
村
鼎
五
、
広
瀬
進

一
等
で
あ
ろ
う
。
委
員
協
議
し
て
そ
の
体
裁
を
前
記
、
正
記
、
外
記

の
三
編
と
し
、
前
記
は
嘉
永
七
年
ペ
ル
リ
渡
来
よ
り
慶
応
三
年
大
政

奉
還
ま
で
、
正
記
は
大
政
奉
還
よ
り
明
治
元
年
十
月
東
征
大
総
督
成

功
し
て
節
刀
返
上
す
る
ま
で
、
外
記
は
戦
記
と
し
て
戌
辰
戦
争
に
始

ま
り
明
治
二
年
五
月
函
館
戦
争
終
結
ま
で
、
以
上
三
編
と
し
た
。

　
明
治
六
年
に
歴
史
課
事
務
章
程
が
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。
．’

本
貫
ノ
掌
ハ
歴
代
ノ
紀
伝
ヲ
浮
野
シ
、
世
運
ノ
汚
隆
政
体
ノ
沿
革

　
ヲ
詳
ニ
シ
、
一
定
ノ
国
史
ヲ
修
ル
ニ
在
リ
、
就
中
、
丁
卯
智
歯
ノ

　
洗
雪
朝
二
胚
胎
シ
国
家
頗
ル
多
事
二
丁
ス
、
而
シ
テ
朝
廷
紀
載
備

　
ラ
ズ
、
是
最
モ
其
講
習
ス
ヘ
キ
者
ト
ス
、
・
故
二
先
ッ
先
帝
即
位
ノ

　
日
一
戸
起
リ
以
テ
　
新
ノ
治
二
及
ヒ
、
制
度
典
章
官
省
地
方
ノ
沿
革

施
設
課
朝
廷
文
書
及
ヒ
列
藩
諸
家
ノ
記
録
ヲ
博
覧
シ
、
本
院
ノ
正

　
史
ヲ
撰
シ
以
テ
廟
堂
ノ
回
視
通
鑑
二
供
ス
ヘ
シ
、
然
後
一
ニ
ハ
順

　
次
其
上
二
会
リ
ー
ハ
将
来
二
就
キ
本
院
記
銀
ノ
文
書
府
県
ノ
記
載

　
等
二
拠
リ
陸
続
編
次
以
テ
上
下
国
史
ヲ
一
定
ス
ヘ
シ
、
藩
史
ハ
慶

．
元
以
降
封
建
ノ
形
勢
藩
治
ノ
体
裁
ヲ
誌
シ
、
戸
口
租
徴
会
計
法
律

　
刑
法
軍
務
等
ノ
沿
革
異
同
ヲ
詳
ニ
シ
、
累
算
ヲ
制
シ
本
史
ノ
参
考

　
二
備
フ
ヘ
シ
、
府
県
史
ハ
廃
藩
置
県
以
来
土
地
ノ
分
合
民
俗
ノ
趨

　
舎
ヨ
リ
以
テ
官
員
設
置
貫
属
禄
制
三
二
至
リ
綱
要
ヲ
挙
ケ
沿
革
ヲ

　
詳
ニ
シ
順
次
編
輯
以
テ
本
史
ノ
考
拠
二
備
フ
ヘ
シ
、
以
上
当
課
専

　
掌
ノ
事
務
ト
ス

　
右
の
事
務
章
程
で
は
ま
ず
第
一
に
国
史
の
編
修
を
謳
い
、
中
で
も

急
を
要
す
べ
き
も
の
と
し
て
先
朝
よ
り
今
代
に
及
ぶ
沿
革
、
記
録
の

　　一　ゴー



整
備
を
挙
げ
、
続
い
て
は
中
央
、
地
方
の
行
政
資
料
そ
の
他
藩
史
、

府
県
史
に
至
る
資
料
の
収
集
と
い
う
よ
う
に
広
範
な
業
務
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
、
作
業
進
行
中
の
も
の
に
前
記
復
古
記
編

纂
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
編
纂
の
命
を
受
け
て
一
年
、
史
料
を
博
捜
め
上
、
藩
記
、
私
記
の

類
で
，
記
事
復
古
の
歴
史
に
関
わ
る
も
の
は
こ
れ
を
網
羅
し
た
と
い
う

復
古
記
三
十
写
本
、
復
古
外
記
二
十
余
本
の
編
纂
を
終
え
、
浄
写
の

際
に
あ
っ
て
、
六
年
五
月
、
宮
城
炎
上
の
事
が
あ
り
、
太
政
官
も
類

焼
し
て
稿
本
原
本
共
に
悉
く
を
烏
有
に
帰
せ
し
め
た
。
こ
の
不
測
の

災
厄
に
挫
け
る
こ
と
な
く
更
に
史
料
を
収
集
し
再
輯
作
業
に
努
め
た

結
果
、
明
治
九
年
に
至
っ
て
、
ま
ず
復
古
記
二
巻
（
慶
応
三
年
十
月

十
四
日
よ
り
二
十
五
日
至
る
）
と
明
治
史
要
第
一
編
「
を
上
進
し
て
い

る
。
し
か
も
こ
の
復
古
記
の
編
纂
は
、
こ
の
後
順
調
に
業
を
進
め
ら

れ
て
は
い
な
い
。

ゴ
　
　
　
r

　
三

　
明
治
七
年
六
月
十
四
日
、
文
部
省
よ
り
次
の
商
議
が
歴
史
課
宛
照

会
さ
れ
た
。

　
後
小
松
帝
以
降
国
史
編
輯
ノ
儀
客
歳
四
月
中
当
省
議
決
ノ
末
、
川

　
田
剛
へ
督
務
電
命
シ
、
月
金
三
百
円
ヲ
以
テ
右
事
業
一
切
ノ
費
用

　
二
宛
、
ホ
来
鞍
掌
今
日
弾
器
リ
候
処
、
元
来
修
史
ノ
事
務
ハ
於
御

　
課
御
担
任
ノ
儀
二
曹
ヘ
バ
、
即
今
ヨ
リ
右
事
務
相
読
シ
可
申
干
存

ヒ
候
、
然
ル
ニ
此
儀
本
ヨ
リ
急
要
ノ
事
件
ニ
テ
一
日
モ
難
差
置
次
第

　
　
二
有
之
、
加
フ
ル
一
二
二
年
ニ
シ
テ
成
功
ノ
目
途
已
二
其
一
年
ヲ
経

　
候
、
事
業
中
道
廃
絶
候
儀
相
成
難
ク
、
募
以
テ
右
川
田
剛
井
其
書

　
類
等
一
切
御
引
渡
ニ
オ
ヨ
ビ
、
将
来
御
課
オ
イ
テ
続
テ
御
調
理
相

　
成
候
様
云
々

　
こ
れ
を
見
る
と
明
治
二
年
大
学
校
に
移
管
さ
れ
、
そ
の
後
廃
局
と

な
り
、
一
応
太
政
官
に
継
承
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
正
史
編
修
事
業

が
、
明
治
六
年
に
改
め
て
文
部
省
で
取
上
げ
ち
れ
、
・
三
年
の
計
画
で

川
田
剛
に
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
三
年
の
計
画
で
ど
の
程
度
の

も
の
が
計
画
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
一
年
に
し
て
文
部
省
は

こ
の
事
業
の
歴
史
課
引
請
け
を
要
請
す
る
に
至
．
つ
た
わ
け
で
あ
り
、

歴
史
課
の
方
は
遠
か
ら
ず
復
古
記
も
脱
稿
す
る
事
で
あ
れ
ば
、
一
層

宏
張
人
撰
等
も
申
出
る
つ
も
り
の
折
、
，
こ
の
度
の
掛
合
の
趣
に
よ
り

主
務
人
員
始
め
悉
皆
御
引
受
け
致
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
引
受
け
が
決

ま
り
、
川
田
剛
も
歴
史
課
御
用
掛
と
な
っ
た
。

ノ
　
史
料
の
尽
く
を
焼
失
し
て
一
年
、
そ
の
復
古
記
が
近
く
脱
稿
す
る

と
は
俄
に
肯
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
実
際
は
完
成
を
見
な
い
ま
ま
四
つ
．

た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
が
、
右
の
歴
史
課
の
表
明
は
当
時
の

修
史
事
業
に
対
す
る
熱
意
を
示
す
も
、
の
と
了
解
さ
れ
よ
う
。
先
の
事

務
章
程
に
挙
げ
ら
れ
た
史
料
収
集
の
一
環
を
成
す
地
方
史
料
の
収
集

に
着
手
し
た
こ
と
に
も
そ
れ
が
窺
わ
れ
る
。
明
治
七
年
十
一
丹
、
「
国
」

」
史
編
修
押
付
維
新
以
来
地
方
施
治
沿
革
等
左
ノ
例
則
準
依
リ
叙
記
’
シ

正
院
歴
史
課
へ
差
出
ス
ベ
キ
旨
」
の
達
を
各
署
府
県
へ
出
し
て
い
る

．
の
が
そ
れ
で
、
第
一
則
か
ら
第
八
則
に
及
ぶ
」
「
歴
史
編
輯
例
則
」
を

一三一



列
挙
し
、
こ
の
指
示
に
基
づ
い
て
各
府
県
か
ら
報
告
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
は
明
治
十
八
年
頃
ま
で
続
い
た
。
今
日
「
府
県
史
料
」
二
一
．
六

六
冊
が
内
閣
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
馨
・
，

　
　
　
　
四

，
明
治
八
年
四
月
、
正
院
職
制
改
定
に
よ
り
歴
史
課
は
修
史
局
と
改

称
、
九
月
に
大
幅
な
職
制
変
更
と
着
手
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め

た
。

　
修
史
局
職
制

　
　
総
裁
　
一
人
　
三
職
及
一
等
官
ノ
兼
任

　
　
副
総
裁
　
一
人
　
勅
任
官
ノ
兼
任

　
　
総
門
　
定
員
ナ
シ

　
　
修
撰
　
一
等
ヨ
リ
三
等
　
定
員
ナ
シ

　
　
三
三
　
一
等
ヨ
リ
三
等
　
定
員
ナ
シ

　
　
書
記
　
一
等
ヨ
リ
三
等
　
定
員
ナ
シ

　
　
繕
写
生
，
一
等
ヨ
リ
ニ
等
　
定
員
ナ
シ

　
　
局
長
　
一
人
　
総
閲
修
撰
ノ
内
ヨ
リ
兼
任
　
嚢
中
ノ
事
務
ヲ
処

　
　
　
　
分
シ
　
兼
テ
編
修
各
員
ノ
勤
惰
ヲ
監
視
ス
ル
ヲ
掌
ル

　
　
副
局
長
　
一
人

　
　
幹
事
　
定
員
ナ
シ

　
実
際
の
人
事
は
副
総
裁
に
一
等
侍
講
伊
地
知
正
治
の
兼
任
。
局
長

・
に
長
松
幹
、
副
局
長
に
重
野
安
繹
が
就
任
し
た
。
当
初
に
総
裁
の
発

令
を
見
な
い
の
億
明
治
二
年
の
修
史
の
詔
勅
に
よ
り
、
三
条
実
美
が

総
裁
に
籍
せ
ち
れ
た
い
き
さ
つ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
十
年

修
史
局
が
修
史
館
に
改
称
さ
れ
る
際
、
伊
地
知
正
治
が
専
任
総
裁
に

な
り
、
そ
の
伊
地
知
が
明
治
十
二
年
罷
職
と
な
る
と
、
再
び
三
条
太

政
大
臣
の
兼
任
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
次
に
「
編
輯
着
手
ノ
方
法
」
を
見
る
と
、
作
業
分
担
が
明
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
掲
げ
る
。
な
お
、
明
治
八
年
の
官
員
録

に
よ
り
、
各
員
の
役
職
を
参
考
ま
で
に
括
弧
内
に
示
し
た
。
．

　
第
一
課
　
後
小
松
天
皇
ヨ
リ
孝
明
天
皇
二
三
ル
凡
ソ
四
百
八
十
年

　
　
ヲ
分
テ
ニ
大
回
ト
ナ
ジ
、
前
一
大
三
三
ソ
ニ
百
三
十
年
（
応
永

　
’
元
年
　
　
慶
長
十
九
年
）
ヲ
一
課
ト
シ
、
川
田
剛
之
ヲ
総
括

b
　
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
川
田
剛
（
一
等
修
撰
）
　
竹
添
進
一
郎
（
二
等
協
修
）
　
蒲
生
重
章
　
西

　
　
（
三
等
三
三
）
　
伊
藤
介
夫
（
一
等
書
記
）
　
渡
辺
明
（
二
等
書
記
）
　
【

　
　
堀
口
章
介
（
一
等
書
記
）

　
第
二
課
　
三
一
三
段
凡
ソ
ニ
百
五
十
年
目
元
和
元
年
　
　
慶
応
三

　
　
年
）
ヲ
一
三
ト
シ
、
重
野
安
繹
之
ヲ
総
括
ス
。

　
　
重
野
安
繹
（
一
等
修
撰
　
副
局
長
）
　
依
田
百
川
（
三
等
修
撰
）

　
　
岡
千
偲
（
一
等
協
修
）
　
萩
原
裕
（
一
等
協
修
）
　
木
原
元
三
（
二

　
　
等
協
修
）
　
五
三
豊
太
郎
（
三
等
協
修
）
　
江
目
長
芳
（
三
等
書
、

　
　
記
）
．

第
三
課
　
其
前
後
ヲ
乱
曲
二
分
野
、
慶
応
三
年
ヨ
リ
明
治
七
年
マ

　
　
デ
ヲ
一
望
ト
シ
、
長
松
幹
之
ヲ
総
括
ス
。

　
，
長
松
幹
（
一
等
修
撰
　
局
長
）
　
長
芙
（
一
等
修
撰
）
　
広
瀬
進
一



　
（
一
等
脇
修
）
　
四
屋
恒
之
（
一
等
協
修
）
　
中
村
鼎
五
（
二
等
協

　
修
）
　
藤
川
三
渓
（
三
等
協
修
）
「
平
野
知
秋
（
一
等
書
記
）
　
沢

　
渡
広
孝
（
一
等
書
記
）

第
四
課
　
後
一
条
天
皇
ヨ
リ
後
小
松
天
皇
二
至
ル
凡
ソ
三
百
七
十

’
年
（
万
寿
二
年
一
明
徳
四
年
）
ヲ
一
膝
ト
シ
、
谷
森
夢
前
、

　
小
河
一
敏
之
ヲ
総
括
ス
。
．

　
谷
森
雪
曇
（
三
等
修
撰
）
　
小
河
一
敏
（
三
等
修
撰
）
　
大
谷
秀
実

　
（
二
等
協
修
）
・
塩
田
益
穂
（
三
等
協
修
）
、
樹
下
茂
国
（
三
等
協

　
修
）
　
松
浦
長
年
（
三
等
星
修
）
　
梶
山
蚕
砂
（
一
等
書
記
）

一
、
第
一
課
、
第
二
課
ハ
黒
黒
年
代
ノ
書
籍
二
就
テ
事
実
ヲ
採
集

　
シ
、
先
ツ
史
料
ヲ
編
成
ス
ヘ
シ

一
、
第
三
課
ハ
復
古
記
及
ヒ
政
事
紀
要
ヲ
卒
業
シ
、
，
更
二
才
巳
歳

　
凸
（
明
治
二
年
）
以
後
ノ
史
料
ヲ
採
集
シ
テ
復
古
記
ヲ
続
キ
、
遂

　
二
維
新
已
降
ノ
編
年
史
ヲ
編
纂
シ
、
且
将
来
逐
年
二
之
ヲ
続
成

　
ス
ヘ
シ
ー

一、

謗
l
課
ハ
皇
統
皇
親
系
ヲ
卒
業
シ
、
塙
保
己
一
ノ
史
料
ヲ
続

　
キ
、
其
残
稿
ヲ
収
拾
シ
テ
一
部
史
料
ヲ
作
艮
、
、
労
う
皇
親
善
ヲ

編
纂
ス
ヘ
シ

　
　
　
（
中
略
）

一
、
史
料
採
集
成
稿
ノ
後
、
修
撰
官
之
ヲ
検
討
シ
テ
其
遺
漏
差
回

　
等
ヲ
訂
正
シ
、
之
ヲ
総
三
二
致
ス
、
総
三
三
…
定
潤
色
シ
テ
総
裁

　
二
呈
シ
、
一
年
両
度
（
七
月
・
一
二
月
）
其
稿
本
ヲ
倉
庫
テ
上

進
ス
ヘ
シ

　
右
の
各
課
の
分
担
区
分
に
見
る
第
一
、
二
課
の
南
北
朝
合
一
以
降

江
戸
末
期
ま
で
は
、
水
戸
徳
川
氏
の
「
大
日
本
史
」
が
南
北
朝
合
一

ま
で
を
編
修
し
て
い
る
の
で
、
之
を
継
い
で
明
治
維
新
に
及
ぼ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
課
は
維
新
以
後
を
担
当
、
既
に
復
古
記
編

修
中
で
あ
る
。
第
四
課
は
「
塙
史
料
」
補
訂
作
業
を
継
ぐ
と
す
る
も

の
の
、
但
書
に
あ
る
通
り
皇
統
譜
の
編
纂
を
主
と
し
，
て
い
る
。
以
上

三
部
の
構
成
に
分
れ
て
い
る
が
、
夫
々
に
消
長
が
あ
り
第
三
課
は
度

々
復
古
記
脱
稿
近
き
こ
と
を
揚
言
し
な
が
ら
も
容
易
に
編
修
卒
業
に

至
ら
な
い
。
こ
の
辺
の
事
情
は
内
部
事
情
に
因
る
も
の
か
、
そ
の
人

的
構
成
を
見
れ
ば
、
あ
る
程
度
そ
れ
を
裏
書
ぎ
す
る
も
の
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。

　
第
一
、
二
男
の
川
田
、
重
野
以
下
い
ず
れ
も
純
然
た
る
漢
学
者
で

あ
る
。
第
三
課
の
長
松
、
長
は
学
者
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
討
幕
運
動

の
実
践
家
で
あ
っ
た
。
第
四
課
の
谷
森
、
小
河
は
国
学
畑
で
あ
る
。

国
漢
抗
争
は
明
治
二
、
三
年
の
大
学
紛
争
以
来
で
あ
り
、
既
に
「
塙

史
料
」
補
訂
は
名
目
に
と
ど
ま
り
、
や
が
て
明
治
十
年
に
御
系
譜
掛
‘

が
宮
内
省
に
移
る
に
及
ん
で
第
四
課
は
消
滅
す
る
。
残
る
第
一
、
、
二
・

課
と
三
三
で
あ
る
が
、
修
史
事
業
の
先
鞭
を
，
つ
け
た
第
三
課
の
復
古

記
編
纂
は
こ
の
後
次
第
に
後
退
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

五

　
先
ず
局
長
が
長
松
幹
よ
り
重
野
安
繹
に
替
る
が
、
こ
の
交
替
に
格

別
の
意
味
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
＼
り
前
噛
修

一五一



史
局
よ
り
「
国
史
編
纂
ノ
方
法
、
着
手
ノ
順
序
」
に
つ
い
て
の
伺
、

即
ち
「
修
史
事
宜
」
が
上
申
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
上
申
書
は
重
野

安
繹
の
そ
の
後
の
史
論
と
同
一
論
旨
で
あ
る
こ
と
に
徴
し
て
も
、
筆

者
は
重
野
三
三
と
目
さ
れ
得
る
。
従
っ
て
既
に
業
務
の
主
導
は
重
野

の
手
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
、

　
「
本
局
先
キ
ニ
復
古
記
編
纂
ノ
命
ヲ
受
ケ
、
踏
張
成
稿
二
近
シ
、

ホ
後
ノ
業
一
ハ
既
往
二
湖
リ
ー
中
将
来
二
就
テ
国
史
ヲ
纂
輯
ス
ヘ
キ

方
法
規
程
ヲ
条
陳
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
」
と
し
て
、
「
修
史
事
宜
」

は
以
後
の
方
針
を
箇
条
書
き
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
こ
の
小
稿

に
関
係
の
あ
る
項
目
の
み
を
抜
き
出
し
て
見
る
。

　
一
、
皇
国
ノ
正
史
六
国
史
ノ
後
未
懇
諭
二
続
ク
モ
ノ
ア
ラ
ス
、
大

　
日
本
史
出
ル
ニ
及
テ
神
武
天
皇
以
来
南
北
朝
二
至
ル
マ
テ
始
テ
一

　
部
ノ
正
史
ア
リ
、
南
北
以
後
今
日
二
至
ル
マ
テ
五
百
年
間
、
世
二

　
正
史
ナ
ク
私
撰
野
乗
紙
纏
百
出
統
紀
ス
ル
所
ナ
シ
、
是
宜
シ
ク
急

　
一
二
部
ノ
正
史
ヲ
編
シ
以
テ
世
ノ
確
拠
ト
ナ
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
一
、
後
一
段
〔
維
新
以
降
〕
ハ
本
局
ノ
復
古
記
（
復
古
記
聞
時
事

　
ノ
顛
末
ヲ
詳
ニ
シ
達
書
等
ノ
如
キ
悉
ク
其
原
文
ヲ
録
シ
テ
以
デ
政

　
府
ノ
考
拠
二
備
ル
ヲ
主
ト
ス
、
故
二
全
ク
史
伝
／
体
裁
ヲ
備
ル
モ

　
ノ
ニ
非
ス
）
記
録
課
ノ
太
政
類
典
其
他
日
誌
布
告
布
達
書
及
ヒ
諸

官
省
各
府
県
ノ
編
輯
書
類
等
ヲ
以
テ
材
料
ト
シ
、
直
二
編
纂
ノ
業

　
二
三
ク
ヘ
シ
・

　
、
一
、
大
日
本
史
正
史
タ
リ
ト
難
モ
間
々
誤
脱
ヲ
免
レ
ス
、
且
其
体

・
裁
紀
伝
史
タ
ル
ヲ
以
テ
通
覧
ノ
便
ヲ
失
ス
、
今
編
纂
ス
ル
所
ハ
編

　
年
ノ
体
ヲ
用
ヒ
、
事
傾
国
一
統
ノ
下
上
玉
ク
ヘ
シ
、
文
字
ハ
片
仮

　
名
ヲ
雑
用
シ
、
文
体
古
二
戸
セ
ス
今
二
流
レ
ス
、
簡
明
雅
馴
ニ
シ
、

　
テ
里
山
テ
通
暁
シ
易
カ
ラ
シ
メ
労
バ
ラ
西
国
歴
史
ノ
体
ヲ
襲
用
ス

　
ヘ
シ

　
一
、
（
前
略
）
而
シ
テ
官
撰
ノ
史
ハ
必
ス
総
裁
ヲ
置
サ
ル
ヘ
カ
ラ

　
ス
、
蓋
シ
是
非
得
失
ヲ
裁
決
シ
事
実
ヲ
確
定
ス
ル
ハ
其
事
体
重
大

　
ナ
．
リ
、
故
二
六
国
史
ノ
如
キ
親
王
或
ハ
大
臣
之
ヲ
総
裁
ス
、
況
や

　
今
編
纂
ス
ル
所
将
二
従
前
ノ
尊
体
ヲ
一
変
シ
況
将
来
ノ
模
範
ヲ
垂

　
ソ
ト
ス
、
是
尤
モ
総
裁
無
ル
可
ラ
ス
、
．
己
巳
ノ
年
命
ア
リ
三
条
殿

　
下
ヲ
シ
テ
修
史
ヲ
総
裁
セ
シ
ム
、
然
レ
ト
モ
国
事
多
端
ニ
シ
テ
未

　
タ
着
手
二
逞
ア
ラ
ス
荏
再
歳
月
㎝
其
事
消
信
ル
直
証
シ
、
今
回
…
篁
ハ
ノ

　
業
ヲ
挙
ル
宜
シ
ク
三
講
中
新
羽
ニ
総
裁
一
名
ヲ
令
セ
ラ
レ
、
凡
局

・
務
ノ
闘
張
史
体
ノ
裁
判
等
一
二
之
二
委
任
取
決
ス
ヘ
シ
馬
然
ラ
サ

　
レ
ハ
重
大
ノ
事
業
急
二
成
功
ヲ
期
シ
難
シ

　
右
の
「
修
史
事
宜
」
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
愈
々
、
益
々

正
史
編
纂
の
大
義
処
分
が
正
面
に
押
出
さ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
半
面
復
古
記
編
纂
の
後
退
が
観
取
さ
れ
る
。
殊
に
復
古
記
を
註

し
て
、
時
事
の
顛
末
を
詳
に
し
て
政
府
の
考
拠
に
遣
る
を
主
と
し
、

史
伝
に
非
ず
と
し
た
上
、
そ
・
の
編
纂
を
急
ぐ
が
ご
と
く
で
あ
る
。
急

ぐ
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
切
り
上
げ
よ
う
と
い
う
の
が
真
意
に
近
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
ゆ
事
は
以
下
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

　　一　六一



一』

IN

　
　
明
治
十
年
、
正
院
廃
止
と
と
も
に
修
史
局
は
三
局
と
な
り
、
新
た

　
に
太
政
官
に
修
史
館
が
設
置
せ
ら
れ
、
そ
の
職
制
が
定
め
ら
れ
た
。

　
　
先
の
伺
の
通
り
総
裁
が
専
任
せ
ら
れ
、
之
に
伊
地
知
正
治
が
任
命

・
さ
れ
た
。
他
に
館
長
一
人
、
之
は
一
等
編
修
官
の
月
番
兼
任
で
あ
9

　
り
、
’
そ
の
職
務
を
「
館
中
ノ
庶
務
ヲ
総
理
シ
、
兼
テ
編
修
各
回
ノ
勤

・
惰
ヲ
監
視
ス
ル
ヲ
掌
ル
、
又
秘
閣
図
書
ヲ
管
ス
」
る
と
し
た
が
、
監

　
事
一
員
を
新
設
し
て
、
之
に
館
長
事
務
と
同
等
の
諸
多
を
掌
ら
せ
る

　
に
至
っ
て
、
館
長
を
廃
し
た
。
監
事
に
三
浦
安
が
就
任
し
た
。
つ
い

　
で
に
修
史
館
の
職
名
、
職
務
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
に
な
っ
て
い

　
る
。

　
　
編
修
官
　
一
等
ヨ
リ
四
等
二
至
ル
　
定
員
ナ
シ
　
　
，

　
　
　
掌
記
采
輯
ス
ル
所
ヲ
受
テ
、
之
ヲ
編
次
シ
、
其
文
辞
ゾ
結
撰
ス
．

　
　
　
ル
ヲ
掌
ル
、
兼
テ
検
討
ノ
事
二
任
ス

　
　
掌
記
　
一
等
ヨ
リ
八
等
二
三
ル
　
定
員
ナ
シ

　
　
　
群
籍
…
二
三
テ
事
実
ヲ
三
図
三
三
シ
、
兼
テ
引
用
図
書
ヲ
管
シ
、

　
　
　
其
採
訪
出
入
及
ヒ
筆
記
校
正
ノ
事
ヲ
掌
ル
9

　
　
三
三
　
一
等
ヨ
リ
三
等
二
至
ル
　
定
員
ナ
シ

　
　
　
編
修
官
、
掌
記
二
分
属
シ
テ
図
書
古
写
ノ
事
ヲ
掌
ル

　
　
ち
な
み
に
繕
写
と
は
う
つ
し
な
お
す
こ
と
、
つ
ま
り
清
書
す
る
こ

　
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

　
　
修
史
館
の
組
織
は
第
一
局
を
総
裁
、
館
長
等
の
事
務
を
執
る
所
と

し
、
書
籍
掛
が
附
属
し
た
。
，
第
二
、
三
局
が
編
輯
担
当
局
で
あ
っ

た
。
各
科
の
人
名
を
翌
十
一
年
の
考
課
長
よ
り
左
に
掲
げ
て
見
る
。

。
第
二
局
甲
科

　
　
編
修
官
総
括
　
川
田
剛
　
依
田
百
川

　
　
掌
　
記
　
伊
藤
介
夫
　
鈴
木
円
二
　
小
薬
昌
造

　
　
繕
　
写
　
大
西
述
　
藤
森
修
蔵
　
秋
葉
猜
堂
－
松
平
二
郎

　
　
　
　
　
　
乙
類
武
二
郎

　
　
御
用
掛
　
中
村
鼎
五
　
飯
田
武
郷
．
遠
山
静
蔵

　
　
旧
三
等
掌
記
　
栗
田
寛

　
一
三
八
等
掌
記
　
豊
原
資
清

第
二
局
乙
科

　
編
修
官
総
括
　
重
野
三
三
、
藤
野
正
啓

　，

ｶ
記
青
山
延
寿
星
野
恒
借
政
友
．
滝
沢
三
道

　
　
　
　
　
藤
田
安
蔵
　
日
下
寛

　
　
繕
…
写
　
田
中
義
成
　
遠
山
参
太
郎

　
御
用
掛
鈴
木
大

　
　
旧
五
等
掌
記
　
木
原
元
礼

第
三
局
三
三
　
　
　
　
．
　
　
　
　
・

　
編
修
官
総
括
　
長
松
幹
　
酒
屋
恒
之

　
掌
記
滝
三
瓦
橋
詰
敏
沢
渡
広
孝
高
橋
秀
好
一

　
　
　
　
　
松
浦
辰
男

　
繕
　
写
　
小
川
長
和
　
小
島
春
　
藤
園
弔
意
　
吉
田
復

　
御
用
掛
中
村
鼎
五
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第
二
局
甲
、
三
三
は
旧
修
史
課
一
、
二
軍
の
、
第
三
十
三
科
ば
同

三
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
後
を
引
継
い
だ
科
で
あ
り
、
第
三
局
厳
科
ば
地

誌
編
修
を
担
当
し
た
が
、
・
こ
の
十
年
制
定
の
そ
の
年
の
末
に
内
務
省

－
に
移
管
さ
れ
た
。

　
復
古
記
編
纂
の
第
三
局
甲
科
は
総
括
に
依
然
長
松
幹
の
名
を
と
ど

め
る
が
、
編
纂
の
当
初
よ
り
有
力
な
協
力
者
で
あ
っ
た
筈
の
一
等
編

修
官
長
芙
の
名
が
見
え
な
い
。
長
は
十
年
の
末
に
致
仕
し
て
宮
内
省

　
（
御
用
掛
）
に
去
り
、
代
っ
て
一
等
掌
記
四
屋
が
四
等
編
修
官
に
昇

格
し
て
総
括
に
列
し
て
い
る
b

　
長
の
退
任
が
た
だ
の
退
任
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
長

松
、
三
共
に
維
新
の
実
践
活
動
の
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。
復
古
記
は

全
く
伺
時
代
を
対
象
と
し
た
歴
史
編
修
で
あ
る
。
た
だ
で
さ
え
そ
の

仕
事
に
干
渉
故
障
の
多
い
筈
の
同
時
代
史
編
修
を
実
歴
者
が
手
を
下

す
こ
と
は
、
更
に
問
題
を
む
ず
か
し
く
し
は
し
な
か
っ
た
か
。
ど
の

程
度
こ
の
推
測
が
当
っ
て
い
る
か
は
さ
て
措
き
、
そ
れ
に
近
い
条
件

が
こ
の
復
古
記
編
纂
に
終
始
纒
綿
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来

る
。

七

　
明
治
十
四
年
十
二
月
、
修
史
館
の
職
制
が
再
び
改
正
さ
れ
た
。
今

回
の
改
正
で
目
立
っ
た
こ
と
は
総
裁
、
監
事
の
外
に
、
編
修
長
官
、

編
修
副
長
官
、
副
監
事
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
役
職
の
職
務
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
総
目
裁
　
　
一
昌
貝
　
　
大
臣
之
ヲ
へ
兼
任
ス

　
　
修
史
ノ
大
体
ヲ
裁
定
シ
其
是
非
筆
削
事
至
重
一
甲
渉
ル
者
ハ
上
奏

　
　
取
裁
ス
兼
テ
職
員
ノ
進
退
ヲ
手
掌
シ
秘
閣
ヲ
管
ス

　
編
修
長
官
　
一
員
　
三
等
官

　
　
編
修
ノ
事
ヲ
主
理
シ
史
志
ヲ
選
定
シ
編
修
官
結
撰
ス
ル
所
ヲ
取

　
　
捨
制
定
ス
ル
ヲ
掌
ル
、

　
編
修
副
長
官
－
一
員
　
四
等
官

　
　
職
掌
長
官
二
同
シ

，
監
事
　
四
等
官

　
　
編
修
ヲ
監
シ
功
課
ヲ
督
シ
検
討
ヲ
任
シ
兼
テ
庶
務
ヲ
弁
理
シ
判

　
　
任
官
ノ
進
退
二
関
与
ス
ル
ヲ
掌
ル

　
副
監
事
炉
五
等
官
’

　
　
職
…
掌
監
事
二
同
ジ

．
総
裁
は
前
の
通
り
三
条
実
美
。
編
修
長
官
は
役
名
の
み
あ
っ
て
廃

官
に
至
る
ま
で
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
職
務
が
長
官
と
同

じ
と
さ
れ
る
編
修
副
長
官
に
重
野
安
繹
、
監
事
に
三
浦
安
と
長
松

幹
、
副
監
事
に
巌
谷
修
が
任
命
さ
れ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
長
松
幹
は

編
纂
の
実
務
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
，
の
事
は
彼
が
こ
れ
ま

で
主
宰
し
て
来
た
復
古
記
編
纂
の
仕
事
が
逢
着
し
た
状
況
を
物
語
っ

て
い
る
。

　
復
古
記
（
昭
和
五
年
刊
）
序
文
中
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
「
明
治
十
四
年
十
二
月
、
修
史
館
の
職
制
を
改
定
し
、
従
前
の
局

科
を
廃
し
て
、
新
に
五
局
を
設
け
た
り
。
煎
れ
専
ら
力
を
六
国
史
以
・

一八一



後
の
編
年
史
編
輯
に
敷
さ
ん
が
為
め
に
し
て
、
復
古
記
編
纂
0
如
き

は
、
将
に
中
止
せ
ら
れ
ん
と
す
る
の
勢
あ
り
き
」
と
。

　
こ
の
時
、
長
松
幹
は
総
裁
三
条
実
美
に
意
見
書
を
上
申
し
て
、
復

古
記
編
纂
の
継
続
を
願
っ
て
い
る
。
右
の
序
文
の
記
事
に
続
い
て
そ

の
「
乞
復
古
記
編
修
議
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長
文
で
あ
る

が
そ
れ
を
引
用
す
る
。

　
　
　
乞
復
古
記
編
修
議

　
近
日
本
館
職
制
更
正
の
挙
あ
り
、
編
修
の
方
亦
随
て
其
端
を
改
．

　
む
。
従
前
三
科
を
挙
て
、
一
に
後
小
松
天
皇
以
降
国
史
編
修
の
事

　
に
従
ふ
。
是
に
於
て
、
復
古
記
双
眼
主
任
す
る
所
な
し
。
論
罪

　
て
按
ず
る
に
、
今
上
御
極
朝
権
古
に
復
す
、
其
盛
徳
大
業
前
古
比

　
な
し
。
而
し
て
当
時
朝
廷
積
衰
の
余
を
承
け
、
兵
馬
の
権
な
く
、

　
土
地
の
富
な
《
、
’
其
海
内
の
命
を
制
す
る
、
一
の
名
義
あ
る
の

－
み
。
其
際
反
乱
相
踵
ぎ
、
歯
群
解
け
ず
、
幸
に
今
上
肝
銘
神
武
、

・
在
廷
元
老
之
を
内
に
輔
賛
し
、
正
議
雄
藩
之
を
外
に
翼
慣
し
へ
簸

・
乱
反
正
以
て
東
京
臨
幸
、
大
政
帰
一
に
至
る
。
然
れ
ど
も
兵
馬
倥

　
偬
σ
故
を
以
て
、
朝
廷
記
載
備
ら
ず
、
其
盛
徳
大
業
、
元
勲
偉
烈

　
の
跡
よ
り
、
夫
列
藩
の
向
背
反
乱
の
情
形
に
至
る
ま
で
、
其
首
尾

　
顛
末
得
て
詳
悉
す
べ
か
ら
ず
。
是
に
於
て
、
往
年
復
古
記
編
纂
の
．

命
あ
り
、
幹
乏
に
承
け
て
其
事
に
従
ひ
、
百
方
捜
索
、
屋
下
私
記
・

　
の
類
羅
男
芸
賜
り
、
復
古
正
記
三
十
余
本
、
復
古
外
記
二
十
余
本

　
を
記
す
。
而
し
て
浄
写
の
際
六
年
五
月
、
祝
融
の
災
に
罹
り
、
稿

　
本
原
記
等
を
併
せ
て
、
　
一
瞬
烏
有
に
付
す
。
再
び
諸
記
を
博
捜

し
、
其
事
あ
り
て
其
書
な
き
は
、
其
家
若
く
は
其
人
に
就
て
之
を

問
ひ
、
経
営
数
年
、
僅
に
稿
を
成
し
、
，
漸
…
次
脱
稿
上
進
せ
し
も
の

一
百
有
余
巻
、
其
余
す
所
生
の
二
三
耳
。
是
宜
し
く
主
任
を
置

・
き
、
其
業
を
玩
べ
き
な
り
。
抑
前
世
の
史
の
如
き
は
、
之
を
修
る

諸
旧
記
の
在
る
あ
り
、
遅
速
必
し
も
利
害
あ
ら
ず
。
畠
復
古
記
に
至
．

て
は
、
回
書
の
拠
る
べ
き
な
く
、
其
事
に
就
き
、
其
人
に
問
ひ
、
「

以
て
前
後
首
尾
を
接
続
す
る
も
の
極
て
多
し
。
今
に
し
て
修
め
ざ

れ
ぽ
、
其
人
亡
び
て
、
其
事
恕
し
、
後
来
元
手
を
下
す
所
な
か
ら

ん
、
其
遅
速
の
利
害
に
関
す
る
や
甚
大
な
り
。
因
て
願
く
は
、
本

館
の
一
部
を
分
ち
、
旧
に
傍
て
其
業
を
畢
し
め
ん
こ
と
を
。
或

日
、
本
館
更
革
は
、
全
力
を
前
世
修
史
に
用
ひ
る
に
在
り
、
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

を
分
ち
、
二
分
の
力
を
殺
ぐ
は
不
可
な
り
と
。
穿
下
、
全
力
既
に
■
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

前
史
に
移
す
。
一
分
の
力
を
殺
ぐ
は
、
唯
其
功
程
の
「
分
を
損
す

る
の
み
、
復
古
記
遅
速
の
利
害
に
関
す
る
と
其
軽
重
如
何
ぞ
や
。

四
日
、
復
古
記
材
料
完
全
な
ら
ず
。
是
に
拠
て
之
を
歪
む
、
，
完
全

の
史
た
る
を
得
ず
と
。
幹
日
、
材
料
完
全
な
ら
ざ
る
は
、
書
な
き

の
故
な
り
。
故
に
其
年
を
経
る
久
か
ら
ず
、
其
人
未
だ
亡
び
ざ
る

に
及
び
、
之
が
編
修
を
速
に
し
、
以
て
其
完
全
に
至
る
を
期
せ
ざ

．る

ﾂ
ら
ず
。
且
夫
本
官
は
、
前
後
通
じ
て
二
言
四
月
、
大
約
一
百

五
十
巻
、
既
成
の
も
の
十
月
、
百
有
余
巻
、
今
に
し
て
之
を
止

む
、
唯
所
謂
功
一
笹
に
重
く
の
み
な
ら
ず
、
既
成
の
も
の
も
馬
亦

r
頭
あ
り
て
尾
な
く
㍉
、
併
せ
て
無
用
め
長
物
に
属
す
。
況
や
，
本
記
編

修
を
止
む
る
の
命
な
送
に
於
を
や
。
豊
私
に
之
を
止
む
る
の
理
あ



　
ヒ
ら
ん
や
。
是
一
部
を
分
て
、
怠
業
を
畢
へ
ん
こ
老
を
乞
ふ
所
以
な

　
り
。
是
幹
敢
て
私
情
を
顧
る
に
非
ず
、
蓋
亦
条
理
の
み
。
殿
下
幸

・
に
高
裁
を
賜
へ
。
梱
願
の
至
に
勝
へ
ず
。
恐
棟
拝
上
。

　
　
明
治
十
五
年
一
月
　
修
史
館
幹
事
長
松
　
幹
・

　
　
　
　
三
条
総
裁
公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
殿
下

　
右
の
上
申
書
は
復
古
記
編
纂
が
直
面
し
た
事
態
と
そ
の
前
後
の
経

緯
を
叙
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
上
申
書
は
い
っ
て
い
る
、
復
古

記
編
纂
の
作
業
は
十
中
の
七
八
を
終
え
、
残
る
と
こ
ろ
後
脳
か
二
三

で
あ
る
と
α
従
っ
て
従
前
通
り
一
科
を
置
き
主
任
を
充
て
て
、
そ
の

業
を
終
え
る
べ
き
も
の
を
、
今
に
し
て
こ
れ
を
廃
せ
ぽ
、
既
に
成
稿

を
得
た
竜
の
も
、
．
無
用
の
長
物
と
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
。
し
か
も
こ

の
事
態
が
復
古
記
編
修
中
止
の
命
が
な
く
し
て
、
事
こ
こ
に
至
る
は

納
得
し
難
い
と
こ
ろ
で
、
従
来
通
り
担
当
者
を
充
て
是
非
卒
業
さ
れ

、
ん
こ
と
を
と
長
松
は
切
願
し
て
い
る
。

　
上
申
書
の
中
で
問
答
体
と
し
て
書
か
れ
る
箇
所
、
量
る
人
日
ヶ

に
、
修
史
館
馬
革
の
目
的
は
全
力
を
前
世
修
史
に
用
い
る
に
あ
っ

て
、
一
部
の
力
を
割
い
て
他
に
廻
す
は
不
可
な
り
。
又
曰
く
復
古
記

は
材
料
完
全
な
ら
ず
《
よ
っ
て
完
全
の
修
史
は
得
て
得
べ
か
ら
ず
と

も
。
こ
の
言
は
明
ら
か
に
編
修
副
長
官
重
野
安
繹
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
復
古
記
編
纂
が
館
内
で
如
何
な
る
状
況
下
に
あ
っ
た
か
は
こ
れ

で
十
分
に
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
応
こ
の
上
申
書
が
容
れ
ら
れ
て
、
復
古
記
編
纂
は
継
続
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
し
か
し
も
は
や
強
弩
の
末
勢
で
し
か
な
く
、
後
は
絶

ゆ
る
が
ご
と
く
続
く
が
ご
と
く
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
．
明
治
二
十
一
年

臨
時
修
史
局
が
廃
せ
ら
れ
、
其
の
事
業
が
帝
国
大
学
所
属
の
臨
時
編

年
史
編
纂
掛
に
移
る
ま
で
、
一
応
復
古
記
編
纂
は
続
い
た
。
後
年
、

、
こ
の
編
纂
に
終
始
従
事
し
た
沢
渡
広
孝
は
述
懐
し
て
「
復
古
記
は
明

治
十
七
年
に
略
出
来
上
り
は
し
た
が
、
ま
だ
不
十
分
で
一
、
尽
力
の
上

卒
業
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ま
ま
馬
其
後
従
事
す
る
人
な
く
、
其
儘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
三
）
　
　
　
一

土
蔵
の
隅
に
埋
没
し
て
し
も
う
た
」
と
い
っ
た
。

　
こ
の
編
纂
の
創
業
か
ら
専
掌
し
た
長
松
幹
は
長
州
藩
士
、
通
称
を

文
助
、
京
都
に
遊
学
、
久
坂
玄
瑞
等
と
共
に
公
卿
緒
紳
等
の
間
に
出

入
し
て
国
事
に
奔
走
、
後
洛
北
し
て
祐
筆
と
な
り
藩
の
編
輯
局
に
い

た
。
こ
れ
が
後
年
修
史
事
業
に
た
ず
さ
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
・

明
治
五
年
以
後
復
古
記
編
修
に
専
念
し
た
こ
と
は
上
来
見
た
通
り
で

あ
る
が
、
萌
治
十
四
年
修
史
館
監
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
編
纂
0
実
務
か

ら
離
れ
て
以
来
、
終
に
そ
の
業
務
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
治

十
七
年
、
、
長
松
は
元
老
院
議
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
修
史
館
を
去
る
。
長

松
の
転
出
が
復
古
記
編
纂
の
終
末
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
今
日
残
さ
れ
た
復
古
記
及
び
復
古
外
記
合
せ
て
二
九
八
巻
。
年
代

は
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
の
徳
川
慶
喜
大
政
奉
還
に
始
ま
り
、
明
治

元
年
十
月
廿
八
日
の
東
征
大
総
督
節
刀
返
上
に
終
る
。
つ
・
ま
り
、
こ

れ
は
復
古
記
編
纂
発
足
の
当
初
、
委
員
協
議
し
て
策
定
し
た
三
編
の

内
、
正
記
と
外
記
の
三
編
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
幾
度
か
成
稿

近
き
を
揚
言
さ
れ
、
あ
る
い
は
時
代
を
前
後
に
布
衛
編
修
す
る
こ
ど

一
一〇
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を
説
か
れ
な
が
ら
、
．
結
果
は
当
初
予
定
も
内
輪
の
三
三
に
終
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
す
ら
も
完
成
と
い
う
に
至
ら
な
か
ρ
た
。

　
復
古
記
編
纂
が
事
実
上
切
り
捨
て
ら
れ
て
か
ら
二
十
余
年
を
経
た

明
治
四
十
四
年
、
維
新
史
の
編
纂
が
大
々
的
に
計
画
せ
ら
れ
て
維
新

史
料
編
纂
会
が
発
足
し
た
。
編
纂
の
時
代
対
象
を
孝
明
天
皇
三
三
か

ら
廃
藩
置
県
に
至
る
ま
で
と
さ
れ
た
。
復
古
記
は
そ
の
年
代
の
一
部

を
埋
め
る
わ
け
で
、
新
し
い
編
纂
事
業
は
そ
の
先
冠
た
る
復
古
三
編
・

纂
の
継
承
拡
充
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
継
承

さ
れ
た
ふ
し
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
無
視
さ
れ
た
に
近
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
が
。
か
か
る
推
測
は
失
当
の
そ
し
り
を
受
け
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
復
古
記
稿
本
は
史
料
編
纂
所
の
倉
庫
か
ら
維
新
史
料

編
纂
会
に
移
ざ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
五
年
、
全
十
五
巻
と
し
て

梓
に
上
し
た
の
も
維
新
史
料
編
纂
会
で
は
な
く
、
東
回
大
学
史
料
編

纂
所
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
復
古
記
は
世
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
（
七
八
．
五
．
二
六
）

［．二一

註
一
、
沢
渡
広
孝
「
国
史
編
纂
の
始
末
に
関
す
る
事
実
」
　
史
談
会
速
記
鎌
　
第
一

　
　
四
三

三
二
、
「
府
県
史
料
」
マ
イ
ク
戸
・
フ
辱
ル
ム
版
（
雄
松
堂
昭
和
三
十
七
年
刊
）
解

　
　
説
を
参
照

三
三
、
前
記
沢
渡
広
孝
「
国
史
編
纂
の
始
末
に
関
す
る
事
実
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぐ
わ
ば
ら
・
の
ぶ
す
け
’
主
任
司
書
）

．
〆




